
治水対策等で温暖化の災害に備える =一色川護岸改修工事

俯瞰した情報で災害対応力を強化する

じ
め
と
す
る
庁
内
関
係
部
局
や

関
係
機
関
が
、
実
態
把
握
や
適

切
な
支
援
を
で
き
る
よ
う
、
横

断
的
な
連
携
に
努
め
る
。

質
問   

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整

備
に
加
え
、
利
用
者
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
自
己
負
担
額

の
軽
減
が
必
要
と
考
え
る
が
、

質
問   

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
視
点
が

重
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
課
題

と
し
て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
支
援
の
多
部
門
連
携
体

制
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
弁   

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

に
お
け
る
連
携
体
制
に
つ
い
て

質
問   

気
候
危
機
の
影
響
に
対

し
、
市
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
温
室
効

は
、
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
へ
の

協
力
や
、
様
々
な
支
援
者
に
向

け
た
研
修
会
へ
当
事
者
を
招
き
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
把
握

と
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ

い
て
は
、
そ
の
家
族
な
ど
も
支

援
す
る
と
と
も
に
、
本
人
に
寄

り
添
い
求
め
る
支
援
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
福
祉
・
医
療
・
教
育
を
は

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
3
年
度
か
ら
育
児
不

安
へ
の
相
談
・
指
導
を
中
心
と

し
た
３
時
間
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
４
年
度
は
、
実

施
施
設
を
増
や
す
と
と
も
に
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
開
始
す
る

ほ
か
、
6
時
間
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
利
用
料
は
、
国
が
モ
デ
ル

と
す
る
負
担
割
合
で
あ
る
３
割

と
し
て
い
る
。
今
後
は
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
充
実
し
つ
つ
、
利
用

者
や
施
設
な
ど
の
意
見
も
参
考

に
研
究
し
て
い
く
。

質
問   

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
内
経

済
全
体
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

は
、
様
々
な
業
種
へ
の
経
済
対

策
な
ど
が
重
要
に
な
り
、
そ
の

取
組
が
今
後
の
経
済
の
底
上
げ

な
ど
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁  

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
見

据
え
た
未
来
に
お
い
て
は
、
事

業
者
の
Ｄ
Ｘ
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
が
進
み
、
働
き
方
の
変

化
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を

踏
ま
え
た
社
会
に
シ
フ
ト
す
る

と
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
ず
は
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
の

結
果
な
ど
か
ら
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
後
、
テ
レ
ワ
ー
ク
補
助
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
取

組
に
側
面
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
生
産
性
や
収
益
性
を
向

上
さ
せ
、
市
内
経
済
全
体
の
底

上
げ
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問   

市
内
経
済
の
立
て
直
し

の
た
め
、
観
光
振
興
の
観
点
か

ら
即
効
性
、
持
続
性
の
あ
る
短

期
的
・
中
長
期
的
な
施
策
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁  

即
効
性
の
あ
る
施
策
と

し
て
、
江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ

ッ
キ
ン
グ
苑
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
進
め
て
お
り
、
日
中
の
施
設

利
用
料
を
無
料
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
江
の
島
頂
上
部
か
ら
の

シ
ャ
ワ
ー
効
果
に
よ
る
周
辺
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

　

中
長
期
的
施
策
と
し
て
は
、

街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
等
を
活
用
し
て
国
内
観
光

誘
客
を
進
め
る
と
と
も
に
、
台

湾
観
光
客
層
の
現
地
法
人
に
よ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
等
を

実
施
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
観
光
地

の
基
盤
整
備
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
※
１
）
の
研
究
を
始
め
て
お

り
、さ
ら
に
取
組
を
進
め
た
い
。

質
問   

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
た
。
核
使
用
に
言
及

し
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
言
動

果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
緩

和
策
と
、
温
暖
化
に
よ
る
自
然

災
害
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
備
え

る
適
応
策
の
推
進
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
藤
沢
市
環
境
基
本
計
画
、
藤

沢
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
が
前
倒
し
し
て
令
和
４
年
３

月
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

４
年
度
は
緩
和
策
、
適
応
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁  

緩
和
策
に
つ
い
て
は
、

今
回
改
定
す
る
藤
沢
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
取
組
に
、

公
共
施
設
を
活
用
し
た
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
位
置

づ
け
て
い
る
。
本
市
で
は
約
70

の
公
共
施
設
に
導
入
し
て
お
り
、

今
後
も
、
再
整
備
す
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
最

大
能
力
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
も
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

（
※
２
）事
業
な
ど
に
よ
り
、

さ
ら
に
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

　

適
応
策
に
つ
い
て
は
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
重
点
的
に
投
資
を
し
て
い
く
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
一
色
川

の
護
岸
改
修
や
用
田
１
号
水
路

の
流
出
解
析
を
行
い
、
治
水
対

策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
白
旗

川
な
ど
４
河
川
の
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

　

下
水
道
の
取
組
と
し
て
は
、

鵠
沼
東
部
地
区
に
お
い
て
、
内

水
浸
水
対
策
の
施
設
整
備
に
向

け
た
基
本
設
計
に
着
手
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
道
路
や
公
園
の

急
斜
面
等
に
お
け
る
災
害
発
生

予
兆
の
検
知
方
法
の
研
究
な
ど

に
着
手
し
て
い
く
。

質
問  

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活

用
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
の

手
段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
消
防

だ
け
で
な
く
災
害
対
策
本
部
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
こ

と
も
有
益
と
考
え
る
。
令
和
４

年
度
以
降
導
入
と
の
こ
と
だ
が
、

導
入
目
的
、
メ
リ
ッ
ト
等
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
、
拡
充
し
て

い
く
の
か
、
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

答
弁  

こ
れ
ま
で
災
害
現
場
で

の
部
隊
運
用
に
つ
い
て
は
、
無

線
情
報
や
地
上
か
ら
の
情
報
に
、

指
揮
者
等
の
経
験
則
を
加
え
た

中
で
、
活
動
方
針
や
消
防
戦
術

を
決
定
し
て
き
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
俯
瞰

し
た
映
像
情
報
を
得
る
こ
と
で
、

迅
速
に
災
害
現
場
全
体
の
状
況

把
握
が
で
き
、
指
揮
本
部
の
機

能
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
活
動
危
険
個
所
を
早

期
発
見
し
、
消
防
職
員
の
殉
職

（※１）ＤＭＯ…観光地域づくり法人（Destination Management / Marketing Organization）。地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う舵取り役となる法人。
（※２）ＰＰＡ…２面注釈参照
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２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）に
代
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が「
代
表
質
問
」を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
２
日
、
３
日
、
４
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
６
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

は
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
日
本
国
憲
法
第
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
す
る
こ
と
や
、
緊
急

事
態
条
項
を
新
設
す
る
動
き
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁  

憲
法
第
9
条
の
規
定
に

関
し
て
は
、
平
成
26
年
に
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
憲

法
解
釈
の
変
更
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
お
り
、
慎
重
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　

ま
た
、
内
閣
の
権
限
を
一
時

的
に
強
化
し
、
国
会
機
能
を
維

持
で
き
る
緊
急
事
態
条
項
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を

踏
ま
え
た
議
論
も
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

憲
法
の
改
正
に
至
る
場
合
に

は
、
ま
ず
国
に
お
い
て
憲
法
論

議
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
で
、
国

民
に
対
す
る
説
明
が
な
さ
れ
、

国
民
的
議
論
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問  

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ

い
て
、
政
府
は
署
名
、
批
准
を

し
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

本
市
は
日
本
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
副
会
長
で
あ
る
こ
と
か

ら
批
准
を
促
す
べ
き
と
考
え
る

が
、市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁  

政
府
は
、
核
兵
器
保
有

国
と
非
保
有
国
の
橋
渡
し
と
し

て
、
核
軍
縮
の
進
展
と
核
兵
器

廃
絶
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
兵
器
使
用

も
示
唆
さ
れ
る
中
、
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
は
ロ
シ
ア

連
邦
大
統
領
に
対
し
て
抗
議
文

を
発
出
し
た
。
引
き
続
き
、
協

議
会
及
び
平
和
首
長
会
議
と
連

携
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

コ
ロ
ナ
後
の
経
済
回
復

様
々
な
業
種
で
の
振
興
を

恒
久
平
和
に
向
け
て

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

や
受
傷
を
防
ぐ
な
ど
、
安
全
管

理
体
制
強
化
に
も
有
効
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
震
災
等
で

は
、情
報
が
錯
綜
す
る
中
で
も
、

初
動
段
階
で
出
動
部
隊
に
情
報

提
供
で
き
、
被
害
軽
減
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
活
用
を
含
め
た
方
向

性
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
震
災

等
に
対
し
て
、
さ
ら
に
ド
ロ
ー

ン
を
増
強
し
、
市
内
全
体
の
災

害
情
報
を
一
元
化
す
る
な
ど
、

消
防
力
の
効
果
的
な
投
入
体
制

を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
の
技
術
革
新
に

注
視
し
、
赤
外
線
や
広
報
ス
ピ

ー
カ
ー
な
ど
の
付
加
機
能
に
つ

い
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
ド

ロ
ー
ン
の
整
備
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
マ
ル
チ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
向
け
検
討
す
る
。

災
害
時
の
情
報
収
集

ド
ロ
ー
ン
積
極
導
入
を

（
藤
沢
市
公
明
党
）

会派別 代表質問項目
※多数会派順

民主・無所属クラブ 

市民クラブ藤沢

ふじさわ湘風会

日本共産党藤沢市議会議員団

藤沢市公明党

１　市長の政治姿勢について

有賀　正義

１　市長の政治姿勢について

山口　政哉

１　市長の政治姿勢について

吉田　淳基

１　市長の政治姿勢について

柳沢　潤次

１　 本市の行財政について
２　安全で安心な暮らしを築く
３　 健康で豊かな長寿社会をつくる
４　  笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる
５　都市の機能と活力を高める
６　 未来を見据えてみんなではじめる

武藤　正人

アクティブ藤沢
１　 まちづくりの未来デザイン２0２２

原田　　建

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

  

多
部
門
連
携
と
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
産
後
女
性
を
支
援
す
る

緩和策と適応策の推進

太陽光発電とインフラ整備を進める
気 候 変 動 へ の 対 策

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）
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